
出初式について
救急救命講習について
火災統計・住宅用火災警報器について

平成30年3月　 ／消防署猿払支署・☎(01635)2-2119

【半鐘はんしょう】＝火事などを知らせるための小さなつりがね
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平
成
三
十
年
一
月
六
日
、
晴
天
の
も
と
鬼
志
別
、
猿
払
村
役
場

に
お
い
て
、
消
防
出
初
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

◆
◇
◆

村
民
の
皆
様
に
出
初
式
を
通
し
て
消
防
に
対
す
る
興
味
を
少

し
で

も
持

っ
て

も
ら

い
、
そ
し

て
火

災
予

防
意

識
の
向

上
に

繋

げ
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
消
防
出
初
式
を
挙
行
す
る
目
的
に

な
り
ま
す
。

◆
◇
◆

屋
外
に
て
消
防
車
両
の
パ
レ
ー
ド
、
消
防
団
員
に
よ
る
勇
壮
な

分
列
行
進
を
行
っ
て
、
消
防
全
体
の
士
気
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

◆
◇
◆

屋

内
に

場
所

を
移

し
て
、
永

年
に

わ
た

り
消

防
団
に

勤
め

て

い
る

方
々

の
表

彰
を

行
い

ま
し

た
。
今
年

は
二

十
一
名

の
消

防

団
員
、
ま
た
そ
の
夫
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

平

成

3

0

年

猿

払

消

防

出

初

式

徒歩隊 分列行進
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開式宣言

車両隊 分列行進 通常点検

表彰式手締め
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消
防
署
猿
払
支
署
で
は
、

救
命
講
習
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

猿
払
村
議
会
議
員
や
役
場

・
保
育
所
・
漁
業
協
同
組
合

・
拓
心
中
学
校
・
猿
払
消
防

団
や
各
事
業
所
等
に
対
し
て

普
通
救
命
講
習
の
受
講
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

毎
年
二
百
五
十
名
以
上
の

方
が
普
通
救
命
講
習
や
一
般

講
習
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

同
支
署
で
は
、
救
命
講
習
の

受
講
依
頼
を
募
っ
て
い
ま
す
。

救
急
係
ま
で
ご
連
絡
お
願
い

し
ま
す
。

平成２７年中 平成２８年中 平成２９年中

新規 41 83 83

再講習 66 97 144

一般講習 124 130 145

[値]
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新規 再講習 一般講習

拓
心
中
学
校
で
は
毎
年
二

年
生
を
対
象
に
救
命
講
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年

で
は
毎
年
約
二
十
五
名
の
生

徒
が
受
講
を
し
て
い
ま
す
。

先
日
、
二
月
一
日
に
三
十

名
の
生
徒
が
心
肺
蘇
生
法

（
胸
骨
圧
迫
・
人
工
呼
吸
）

と
A

E

D

の
使
い
方
や
手

順
、
気
道
異
物
除
去
の
方
法

を
受
講
し
ま
し
た
。

救
命
講
習

拓
心
中
学
校
救
命
講
習

電
話

０
一
六
三
五
ー
二
ー
二
一
一
九



まだまだ雪が多く寒い日が続いていますね・・・
このような時期に活躍してくれるのはやはり『ストーブ』ですね。
北海道の冬、なくてはならない『ストーブ』ですが、油断し使い方

を一歩間違えてしまうと火災を起こしてしまうかもしれません。

さて、平成２９年１月から３月の火災統計を見てみましょう。
①総火災件数
→１１，７３９件
これは、おおよそ１日に１３０件、１１分に１件火災が発生してい
るという計算になります。
このうち北海道では、３８３件の火災が発生しています。
②死傷者人数
→死者５４４人
→負傷者１，８２４人
③火災原因
『タバコ』　１，２１４件
『放火』　　１，０１５件
『たき火』　　　９４３件
『コンロ』　　　７８８件
『ストーブ』　　７０１件

・
・
・

このような順番になっています。
  タバコの火の不始末や寝タバコ、そしてストーブなどの暖房機器
の取り扱いには十分に注意しましょう。　

住宅用火災警報器についてのお願い

　住宅用火災警報器の設置が義務付けられ５年以上が経過していま
す。もしかすると、電池切れを起こしていて作動しない可能性が
考えられます。機種やメーカーによっても異なりますが概ね５年
から１０年となっています。
　ご自宅に設置してある住宅用火災警報器の「ボタンを押す」や、
「紐を引く」ことで簡単に
動作確認をすることができ
ます。
　詳しくはお持ちの取り扱
い説明書等を読み、点検し
ていただきますよう宜しく
お願い致します。  
　なお、住宅用火災報知器
に関してご不明な点などが
ございましたら、猿払支署
予防係までお問い合わせください。

ストーブなどの暖房機器の使用に際してのお願い
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山口　　陸 佐川　　龍

編集後記

消防広報編集委員 向井　智之 中村　峻也

消防水利の除雪にご協力ありがとうござい

ます。

村民の皆様には、日頃より自宅近くの消火栓や防火水槽の除

雪にご協力いただき、心より感謝申し上げます。

猿払消防団・猿払支署では、防火水槽や消火栓など消防水

利の確保に努めていますが、大雪などで作業が遅れる場合が

あります。

消火栓や防火水槽は、火災時に重要な水源となりますの

で、今後とも皆様のご協力をよろしくお願いします。

消防団員募集

猿払消防団は、現在7個分団127名が消防団員として任命されてい

ます。

「自らの地域は自らで守る」という精神に基づき、普段はさまざまな仕

事に就いている村民が非常勤特別職の地方公務員として災害対応を

行っています。

火災や災害が起きた際、地域に密着している消防団は、地域防災の

かなめとして重要な役割を担っており、地域住民から深い信頼を得て

います。

【入団に関するお問い合わせ】

消防署猿払支署（警防係） ＴＥＬ （01635）2-2119

〒098-6233 ＦＡＸ （01635）2-3159

宗谷郡猿払村鬼志別南町1番地

暦の上では春とはいえ、まだまだ寒い時期が続きますね。皆様いかがお過ごしでしょうか。

さて、今年度３回目となる半鐘ですが、今回は編集委員の異動があり、ページ数を減らし
の発行となってしまい、ボリュームとしては少なくなってしまいましたが、主に冬の行事につ
いての記事を中心に載せました。1年間の消防の行事についてを半鐘を通して皆様に知っ
ていただけたら幸いです。
では、雪の降る時期が続きますが、お体に気をつけてお過ごしください。


